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ふるさとを愛し，

進んで考え行動できる児童の育成

～主体的に問題解決を図る，「清和っ子の環境学習」を通して～



は じ め に

「政清人和（政清ければ人おのずから和す）」。この言葉から「清和」の地名が生まれ

ました。自然豊かで文化の薫り高い清和。清和の人々は，古より自然に対して畏敬の念

をもち，自然の恵みに感謝しながら仕事に励み，また一方で，文化を育み今日まで守り

受け継いで来られました。

私たちに多くの恵を与えてくれる環境について，正しく理解し，認識することが大切

な時代になりました。まず，環境について考えるとき，水俣病の被害を大きな教訓とし

なければなりません。そして，さらに，この度の東日本大震災に伴う原子力発電所事故

の放射線による環境汚染など，環境の破壊がどんなに悲惨な結果をもたらすのか，その

回復がどれほど困難であるかを深く認識しなければなりません。今日，私たちは大きな

課題に直面しております。

さて，本校の環境教育を進めるうえで，環境を「人，自然，文化」の三つの要素で捉

えました。特に特徴的なことは，環境を自然のみならず，文化も環境の要素として捉え

たことです。清和の地に１６０年の古き昔より受け継がれてきた清和文楽は，人々が自

然と向き合いながら農作業に精を出す傍ら，収穫を願い，楽しみとして文楽を守り伝え

てきた歴史があります。そこには，自然と調和し，くらしを高め，心豊かに生きる地域

の人々の姿があります。

本校は，平成２２年度から環境教育研究推進校の県指定を受けて，「ふるさとを愛し，

進んで考え行動できる児童の育成 ～主体的に問題解決を図る，清和っ子の環境学習を

通して～」をテーマに掲げ，「環境学習のねらいを明確にしたくらしとつなぐ授業づくり」

「地域の自然にふれあう体験活動を中心とした日常的な実践」「学校と家庭・地域社会・

関係機関が相互に連携協力できる体制づくりや取組」の三つを柱に，「つなぐ」と「想像

と創造」をキーワードとして教育実践に取り組んで参りました。

本日の研究会では，これまでの研究成果の発表と環境学習の提案をさせていただきま

す。発表等には不十分な点が多々あると思いますが，積極的な御意見をいただくことで

研究が深まり，今後の環境教育の更なる実践につながれば幸いです。

最後になりましたが，本研究発表会を開催するにあたり，御指導・御支援いただきま

した関係者の皆様に心より感謝申し上げまして挨拶といたします。

平成２３年１０月２７日

山都町立清和小学校 校長 藤 吉 勇 治
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Ⅰ 研究の概要

１ 研究主題

２ 主題設定の理由

(１) 今日的課題から

環境を,恵み豊かな状態で維持していくことは，人間が生きていく上で欠くことが

できないものである。しかし，今日，地球上には環境破壊につながる様々な問題が生

じている。そのため，各方面において環境問題に対して緊急に対処しなければならな

いという認識が高まっている。このことは，地球上で生きている人間が，環境につい

て理解を深めるとともに，豊かな自然等の価値について認識を高め，環境を大切にす

る心をもつことに関わっている。

このような中，環境に配慮した生活や責任ある行動をとること，環境問題を引き起

こしている社会の背景や仕組みを理解することにより，社会経済の構造を環境に配慮

した持続可能なものへと変革していくことが求められている。さらに，環境問題や環

境保全に主体的に関わることができる能力や態度を育成する環境教育の推進も求めら

れている。

(２) 地域の特色

清和小校区は，標高５００ｍ～６００ｍの

位置にあり，冬季は厳しい自然環境となる。

校区は南北に長く，北部は阿蘇南外輪山麗の

高原地帯，南部は九州山地を分水嶺として緑

川が渓谷をつくり澄み切った清流が流れてい

る。

児童は，この恵まれた自然環境を，当たり

前のような意識で捉え生活している。しかし，

地球温暖化等による雨量の増加など，農林業

が基幹産業である清和地区でのくらしに環境問題の影響が及んでいることへの意識は

高くない。

本校校区には，今から約１６０年前に始まったとされる清和文楽があり，平成４年

には九州で唯一の人形浄瑠璃専用劇場として清和文楽館が開館している。児童は，文

楽の公演を見学しており，６年生ではこれまで清和文楽に取り組んできた。

(３) 本校教育目標から

上益城教育事務所取組の方向に示された「未来を切り拓く生きる力をはぐくむ教育

の推進」を受け，本校の教育目標は「ふるさとを愛し，心豊かでたくましく，自ら学

び考える子どもの育成」と掲げている。この教育目標の達成に向け，努力目標及び具

体的実践事項を設定しながら日々の教育実践に当たっている。

【文楽を練習する６年生】

ふるさとを愛し，進んで考え行動できる児童の育成
～主体的に問題解決を図る，「清和っ子の環境学習」を通して～
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(４) 児童の実態から

本校には，８５名の児童が在籍している。全体的に明るく，礼儀正しく，あいさつ

も大きな声で行うことができる。活動にもまじめに取り組む姿勢がある。課題として

は，言われたことをきちんと責任をもってやり遂げることはできるが，自ら進んで課

題を見つけ,課題解決に向けて取り組む力が十分に育っているとは言えない。

昨年度実施した環境教育に関するアンケート調査（Ｈ22，６月実施）では，８割以

上の児童が清和の自然の中で遊んでいる（図１）という実感をもっているが，清和の

自然が守られているかという点（図２）で「わからない」と答える児童が３割以上い

る。このことから身近な自然に対する意識が薄いことが考えられる。また，「日常生

活における環境問題に対する実践」についてのアンケートでは,「ゴミ」「電気」「水」

に分類すると「水」に関する実践（図３）について,「節水の意識」が高いことがわ

かった。これは、本校区が,冬になると凍結により配水池から水が送られないことも

あり，食事・飲料など自分の生活・命に直接関係することを体験していることによる

ものと考えられる。

以上のようなことから，児童に身近な環境にふれあう活動や自分のくらしを見つめ

る体験活動をさせていくことにより，身の回りにある自然環境が貴重なもので，ふる

さとの自然がいかに豊かであるかを認識させるとともに，自然に感謝しながらくらし

を高めてきた地域の人々の姿に気づかせ，環境についての認識を深めさせながら，課

題を解決する力を育てることをめざして,本研究主題を設定した。

３ 研究主題のとらえ方

「ふるさとを愛し」とは
生まれ育ったふるさと清和のすばらしさを知り，誇りをも

って「清和が好き」と言える，ふるさとで生きている自分を

愛することができる児童の姿を意味している。

清和という地域には，豊かな自然や歴史・文化，人々のく

らしといった「いのち」を育むために必要な要素が揃ってお

り，様々な動植物や自然のいのちに支えられて人々が生きて

きた。その中で人々は,助け合いながらくらしを成り立たせ，
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コミュニティを機能させてきた。今後はさらに，人と自然，人と人，人と社会の「つ

ながり」を創り上げながら，持続可能な社会の実現に向けて取り組んでいくことが，よ

り重要になってくると考える。

そのため，教育活動の中で,清和の人々・自然・文化との出会いを大切にして，人々

のくらしや自然・文化とふれあい，清和の素材を生かした体験活動を行っていくことに

より，命の大切さや清和で生きる人々の思い・文化のすばらしさを感じ，ふるさとを愛

することができるようになるものと考える。

「進んで考え行動できる児童」とは
自分のくらしの中にある課題に気づき，自分で感じ

考え，自分の思いを表現していく中で，相手の立場や

考えを理解し，よりよい解決方法を生み出そうする自

己の行動の変革をめざす児童の姿を意味している。

このような児童の実践力を育成するために，以下の

考えで,具体的実践を展開していくことにした。

「主体的に問題解決を図る，『清和っ子の環境学習』」とは
本校の取組を,環境教育の在り方と小学校の環境教育のねらいに照らし合わせながら，

「清和っ子の環境学習」として下記のような考え方で進めていくようにした。
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「清和っ子の環境学習」におけるめざす児童像

４ 研究の仮説

５ 研究の内容

６ 研究の組織

教育活動全体において、次の３点を工夫改善すれば、ふるさとを愛し、進んで考え行動で
きる児童を育てることができるであろう。
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７ 研 究 の 構 想
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Ⅱ 研究の実際

１ 環境学習のねらいを明確にしたくらしとつなぐ授業の創造

(１) 「清和っ子の環境学習」のねらいを明確にした指導・評価の工夫

① 「環境学習の視点」「環境学習でつける学習能力・態度」の系統表

児童が自らくらしの中にある課題に気づき，必然性のある主体的な学びを

くり返しながら問題を解決し，学ぶ喜びを実感しながらくらしとつないでい

くことができる授業の創造を目指した。そこで，環境学習の視点を明確にし

て，学年の系統性を整理し，身に付けさせるべき学習能力や態度を設定した

うえで，授業づくりを行い，指導と評価に生かすようにした。(一部掲載，別

紙資料集参照）
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② 単元・一単位時間における環境学習の視点の位置づけ

環境学習の学習効果を高める

には，重要な学習の場面や単元

等を明らかにし，環境学習の視

点を単元及び一単位時間におい

て明確に位置づけて行う必要が

ある。

そのうえで，目的・内容・方

法を吟味していき，児童が対象

にくり返し働きかけながら，主

体的に問題解決を図り取り組む

ことができる授業づくりを行っ

た。(一部掲載，別紙資料集参照）

(２) 地域の素材や人材を生かした課題設定の工夫

環境学習を進めていく上で重

視したことは，「清和の宝」の掘

り起こしである。ふるさとのす

ばらしさを知り，誇りをもたせ

るための手立てとして，地域の

素材や人材を生かした教材の開

発に努めてきた。そのため，各

学年のテーマを設定し，ねらい

の達成に向けて「人・もの・こ

と」の３つの観点で地域の素材

や人材を系統立てて整理して，

課題設定の工夫に努めた。

(３) 言語活動を生かした指導方法の工夫

「進んで考える児童」の育成を

目指し，環境学習を効果的に展開

するため，「思考力」の系統を整理

したうえで，「自分の考えをもつ」

ことを大切にした授業づくりに取

り組んできた。特に「書く」活動

の充実に重点を置いたり，「対話」

を学習場面に適切に位置づけたり

しながら，言語活動を生かした指

導を行ってきた。

【地域の人・もの・こと】

【思考力の系統：参考文献「自己を磨く子どもを育てる授業 (3年次）」福岡教育大学付属小倉小学校 ２０１０】

【第６学年 単元の位置づけ】
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２ 授業の実際

（１） 生活科・総合的な学習の時間部会の取組

本部会では，「自分のくらしとつなぎ，主体的に行動する児童を育てるための学習

の創造」を部会テーマとして，生活科・総合的な学習の時間を中心に取組を進めてき

た。

① 「清和っ子の環境学習」のねらいを明確にした指導・評価の工夫

児童が自分のくらしの事実と向き合うような

学習を進めていくことは，児童にとって必然性

のある学びになると考える。そこで，環境学習

のねらいと児童のくらしの中の事実とを重ねな

がら，学習課題を設定することにした。ゲスト

ティーチャーを活用したり，豊かな体験活動を

積極的に行ったりして工夫し，課題に対して主

体的に問題解決を図るための学習活動の質的な

充実を図ってきた。

② 地域の素材や人材を生かした課題設定の工夫

ふるさとを愛する児童の育成を目指すために，学年ごとに「出会わせたい人の生き

方や考え方(人）」「魅力あるものや出会わせたいもの(もの）」「価値ある体験，清和

の情報や出来事，清和の行事(こと）」を系統立てて整理し，清和の素材や人材を生

かした課題を設定するようにした。また，学年のつながりを大切にして，前学年で学

習したことを生かせるように課題を工夫して環境学習を展開してきた。

③ 言語活動を生かした指導方法の工夫

環境教育のねらいを達成するために，対話活動を充実させるよう工夫した。その際，

家族のくらしの聞き取りや課題についての調べ学習を大切にして，自

分のくらしとつないだ考えが持てるようにしてきた。

生活科では，事前に自分の家の人に尋ねさせたり，学習したことを

絵や文で分かりやすくまとめさせたりしたものを材料に積極的な対話

活動ができるよう工夫した。総合的な学習の時間でも，自分の意見を

明確に持たせて対話を行うようにし，そのことで，自分たちの問題と

して課題をとらえ，次の行動に生かすことができるようにした。
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実践事例

学習過程 授業の流れと「環境学習の視点」に関わる児童の反応

第１学年 生活科 「いきものだいすき」

【環境学習の視点，学習能力・態度】

① 豊かな感受性 身の回り生き物に生命があることを感じることや成長していることに

気づく。

飼育・観察活動を通して,生き物に生命があることを感じ、生き物の特徴に気づく。

（ア）課題を発見する力身の回りの自然のおもしろさや不思議さに気づくことができる。

生き物の様子を伝えあうことやゲストティチャーからの話を聞く活動を通して,清和に

住む生き物たちの様子に気づくことができる。

導入

せいかつの中

から課題を見

つけよう

めあて：生き物と遊んだり,世話をしたり,観察したりして気づ

いたことや感じたことを紹介しよう。

観察したり,調べたりしたことを友だちに知らせる。

友だちの発表を聞いて思ったこと発表する。

展開

いろいろな

見方や考え

方で問題解

決の方法を

考えよう

まとめ

わたしたちに

できることを

始めよう

たくさんの「発見」をして、家の人にたくさんのことを教えよう。

ゲストティーチャーの話を聞く。

みんなが育てた生
き物のことを紹介
しましょう。

田んぼでげん
ごろうを見つ
けたよね！

水の中の「いもり」
の様子です。

オタマジャクシ
からカエルにな
る所が,わかりま
した。

そのあたりに,い
っぱいいるよ！みんなが見つけた

「いもり」が,見つ
からなくなった所も
あります。
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実践事例

学習過程 授業の流れと「環境学習の視点」に関わる児童の反応

「無農薬にするために，害虫を食べる虫を田ん
ぼに入れるといいんじゃないかと思います。」

第５学年 総合的な学習の時間 「こだわりの『食』プロジェクト」

【環境学習の視点，学習能力・態度】
⑤ 環境保全 ふるさとの自然や文化の豊かさを知り，よりよい環境をめざし，自然を保

護していこうとする。

ふるさとの農村文化のすばらしさを知り，よりよい環境をめざした米づくりをしていこ

うとする。

(ウ)推論する力 ふるさとの環境にかかわる事物・現象についての問題解決の過程で，様々なデー

タやグラフを解釈したり，事物・現象の原因と結果の関係を考えたりして推論することができる。

米づくりに関わる事物・事象についての問題解決の過程で，聞き取りや調べ学習で得た知識を

解釈したり，事物・事象の原因と結果の関係を考えたりして推論することができる。

導入

せいかつの中

から課題を見

つけよう
本時のめあて： みんなの「チャレンジ」について考えよう。

展開

いろいろな

見方や考え

方で問題解

決の方法を

考えよう

まとめ

わたしたちに

できることを

始めよう

無農薬栽培・アイガモ農法について調べて実践しよう。

廃油石けんと合成洗剤を使った発芽実験の結果を見る。

うちのじいちゃんも無農薬でつくっています。
体にいいと言っていました。無農薬にするた
めに，草とりを頑張ります。」

「わたしは無農薬にチャレンジ
したいです。無農薬だと安全で
おいしいお米になります。」

（合成洗剤で種が発芽していない
ことを見せた。）みんながしようと
していることは，本当に環境にや
さしいことなんだね。

前時のめあて：環境にやさしい「チャレンジ」を考える。

出てきたチャレンジ
・水質調査をしたい。 ・アイガモ農法をしたい。
・無農薬でつくりたい。
・去年作った廃油石けんが、どれだけ環境にやさ

しいか調べたい。

「アイガモのことをもっと調べてみたいです。」

本時の学習までの間，調

べ学習をしたり聞き取りを

したりした。
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(２) 心と命部会の取組

本部会は，「自己の生き方について考え，ふるさとを愛する児童を育てるための授業

の創造」を部会テーマとして，道徳や特別活動を中心に取組を進めてきた。

① 「清和っ子の環境学習」のねらいを明確にした指導・評価の工夫

環境学習を効果的に展開していくために，道徳の授業では，ねらいを明確にし，それ

を達成するために，目指す児童の姿を具体的にとらえ，導入の工夫や，ゲストティーチ

ャーの効果的な活用を積極的に行ってきた。

② 地域の素材や人材を生かした課題設定の工夫

ふるさとを愛する心は，価値ある本物と出会わせ，豊かな体験を重ねていくことで育

まれると考えた。そこで，地域のよさに気づかせるために，教材作りに取り組むととも

に，これまでは６年生で学習していた文楽に関する道徳の授業を低・中・高で行い，発

達段階に合わせて郷土愛が高まるよう取り組んできた。また，環境教育週間を設定し，

「水俣」学習を行うとともに，杉本肇さんに講話を依頼し，児童と保護者で学ぶ機会を

作るなどしてきた。

③ 言語活動を生かした指導方法の工夫

ねらいに迫るには，｢自分の考えをもたせる手立て｣「考

えを深めていくための発問」など価値をより高める話し合

いにしていく工夫が必要であると考えた。そこで，ねらい

に沿ってワークシートを工夫し，話し合いの場面での二人

対話，セルフトークなどを取り入れている。

【２年生導入 教師の命の音（心音）を聞いている児童】

【６年生 ＧＴの話を聞く子どもたち】

【２年生 ワークシート】

【６年生 二人対話をする子どもたち】
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実践事例

学習過程 授業の流れと「環境学習の視点」に関わる児童の反応

,

第６学年 道徳 「垂木によせた思い～兼瀬哲治さん～」

【環境学習の視点,学習能力・態度】
④ 自然や社会の事象・現象 ふるさとの自然や文化,社会の事物・現象の中にある課題

を理解し解決していく態度を育てる。

郷土の伝統文化を見つめ,それに携わり,伝承してきた人々との交流を通して,ふるさとへ

の親しみをもつことができるようにする。

(キ）主体的に取り組み、自ら実践しようとする態度 ふるさとの環境や環境問題に関する

情報収集や議論に主体的に取り組み,意見や情報の交換を行いながら考えを深め,保全

活動に自ら進んで加わろうとすることができる。

意見や情報の交換を行いながら考えを深め,将来において，よりよい地域・環境をつくっ

ていきたいという思いをもつことができるようにする。

導入

せいかつの中

から課題を見

つけよう

めあて：垂木によせた村民の思いを考

えよう。

ゲストティーチャーと出会う。

展開

いろいろな

見方や考え

方で問題解

決の方法を

考えよう

まとめ

わたしたちに

できることか

ら始めよう
それぞれの思いを大事にして清和文楽の練習に取り組んでいきましょう。

垂木の裏にどんな願いを書いたのかを考える。

清和文楽資料館の天井の写真を見て,天井に隠された秘密について考える。

ゲストティーチャーの話を聞く。

文楽に対する自分の思いを

振り返る。

村民の思い・心をよせ、それ

をかたちにしようと思い、垂

木の裏に願いを書いてもらい

ました。

文楽が、これから

もずっと受け継が

れていきますよう

に。

私も、楽しみな

がら文楽をやっ

ていこうと思い

ました。

ぼくたち

も、感動を

与えるよう

な文楽をひ

ろうしたい

です。
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(３) 関連教科部会の取組

本部会では，「環境学習の効果を高めるための教科指導の創造」を部会テーマ

として，各教科での取組を進めてきた。

① 「清和っ子の環境学習」のねらいを明確にした指導・評価の工夫

教科の中には，単元や題材によっては，環境学習とつながりが深いものがある。

教科指導の中で「環境学習の視点及び環境学習でつける学習能力・態度」を明確に

することによって，児童の環境への認識を育む取組を工夫してきた。

「私たちの生活と工業生産」 ５年 社会科

○ものづくりに携わる人が環境に配慮しながら，世の

中の多様な課題を解決するために努力や工夫を行っ

ていることに気づく。

※つながりを明確にする

【社会科：発展学習エコアクションのCO２削減量のチェック】

② 地域の素材や人材を生かした課題設定の工夫

児童の学習意欲を高め，環境学習でつけたい能力・態度を培うために，地域の素

材や人材を生かした課題を設定したり，１つの学年で教科等を総合的・横断的に関

連を図った課題設定を工夫したりしてきた。

「田の観察，管理をしよう」 ５年 総合 「植物の発芽」 ５年 理科

◇調べる ○植物の発芽に必要な条件は｢空

減農薬米・有機米の取組・工夫 関連 気｣｢水｣｢適切な温度｣である。

◇実践する ●実験を通して，水質(｢水｣)との

環境に配慮した米づくりの取組・工夫 関連について理解する。

③ 言語活動を生かした指導方法の工夫

各教科等ごとの特性に応じた取組をもとに，特に「書く」活動と「対話」に重点

を置いて，全教科・領域において「自分の考えを

もつ」ことを重視した指導を行ってきた。

【

書

く：自分の木・クイズづくり】

◇学年テーマとの関連
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実践事例

学習過程 授業の流れと「環境学習の視点」に関わる児童の反応

第５学年 理科 「植物の発芽」（発展）

導入

せいかつの中

から課題を見

つけよう

めあて：植物が発芽する・しないに関係するのはどんな条件か考えよう。

水のｐＨを調べて，発芽する・しないに関係があるかどうか調べる。

展開

いろいろな見

方考え方で問

題解決の方法

を 考 え よ う

まとめ

わたしたちに

できることか

ら始めよう

酸性雨を防ぐために私たちにできることを考えながら，生活していこう。

洗剤水では発芽

していないね。
発芽しているかど

うか見てみよう。

お酢をうすめた水は

赤い色になった。

酸性雨についての話を聞く。

酸性雨は植物を枯らしたり，

建造物に悪い影響を与えたり

することが分かっています。

酸性雨を減らすに

は，車や工場からの

排気ガスを減らすと

いいんだな。

水につけた試験紙

の色が変わった。

自分たちで考えたいろいろな水で，カイワレダイコンが発芽したかどう

か確かめる。

酸性雨ってこわいなぁ。

【環境学習の視点,学習能力・態度】
③ 循環・有限性 人間の活動によって物質やエネルギーの循環が阻害されていることや資

源の有限性を理解し，環境にあった生活の仕方を工夫していこうとする。
人間の活動によって起こる水質汚染や空気汚染が，私たちの身近な生活に影響を与えること

を理解し，環境保全に合った生活の仕方を工夫していこうとする。
(ウ）推論する力 ふるさとの環境にかかわる事物・現象についての問題解決の過程で，様々

なデーターやグラフを解釈したり，事物・現象の原因と結果の関係を考えたりして推論
することができる。

環境に関わる水質の問題について，植物の発芽と水質についての実験を通したり，関係する
データを解釈し，酸性雨の原因と結果の関係を考えたりして推論することができる。
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３ 地域の自然にふれあう体験活動を中心とした日常的な実践

(１) 組織的な学校版環境ＩＳＯの計画と実践

学校版環境ＩＳＯの取組も５年目を迎えた。昨年度は,電気・水道の節約に取り組み

８％程度節減できた。今年度は,児童が主体的に活動できるように環境ＩＳＯ推進委員

会の組織を見直し，児童の代表２名もメンバーに加えた。

【学級でのふり返り】 【ごみ拾い】

(２) 学校行事，学級活動，委員会活動・クラブ活動における取組

豊かな自然に囲まれた地域にくらしている子どもたちだが，自然とふれあう機会が少
ない児童もいる。そこで，意図的に自然とふれ合ったり，考えたりする活動を行った。

① 「環境委員会の取組」

学校版環境ＩＳＯでの取組の一つにゴミの減量がある。環境委員会では，毎
週火曜日に学級のゴミの計量を行い，その結果を集会で発表することで，ゴミ
減量の意識づけを行った。

【環境委員会の発表（ゴミ減量）】

４年生では、社会の学習で「３

Ｒ」を習いました。そして、リ

サイクルボックスだけでなく、

リユースボックスを作ることに

しました。リサイクルとリユー

スを使い分けています。

【児童代表も参加する
環境推進委員会】

リサイクルボックス

を使って、ごみを減

らします。一人一人がもっと身の回りのこと

を意識すればいいと思います。

【環境ＩＳＯ宣言集会】

【環境ＩＳＯ推進委員会】

Plan

Do

C h e c k

Action
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(３) 環境・自然・くらしをテーマとした日記・作文指導の充実

下記は，４年生児童の日記である。友だちと一緒に，池に落ちたツバメを助けようと

一生懸命に心を動かしていることが伺える。児童のこのような心の動きを教師がしっか

り受けとめ，他の児童に紹介し共有化を図ることで，児童の自然や環境，くらしを見つ

める目が豊かになっていくことにつながっていくものと考えた。

鳥
を
き
ゅ
う
し
ゅ
つ

今
日
、
部
活
が
終
わ
っ
て
わ
た
し
と
は

る
か
ち
ゃ
ん
と
さ
き
ち
ゃ
ん
で
い
っ
し
ょ

に
池
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

「
あ
れ
。
」

と
は
る
か
ち
ゃ
ん
が
言
い
ま
し
た
。
「
ど

う
し
た
の
か
な
ー
。
」
と
思
っ
て
見
て
み

た
ら
、
鳥
が
池
の
中
に
落
ち
て
い
ま
し
た
。

は
る
か
ち
ゃ
ん
が
、
「
あ
み
と
ス
コ
ッ

を
持
っ
て
き
て
。
」
と
、
言
い
ま
し
た
。

わ
た
し
と
さ
き
ち
ゃ
ん
が
取
り
に
行
き
ま

し
た
。

鳥
を
助
け
て
い
る
と
中
で
、
鳥
が
草
に

か
ら
み
つ
い
た
か
ら
草
を
取
っ
た
ら
、
ピ

ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
は
る

か
ち
ゃ
ん
が
、

「
水
の
中
で
飛
ぶ
鳥
は
は
じ
め
て
見
た
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
さ
き
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し

が
笑
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
よ
う
や
く
ス
コ
ッ
プ
で
き
ゅ

う
し
ゅ
つ
し
ま
し
た
。

は
る
か
ち
ゃ
ん
が
、
池
の
近
く
に
そ
っ

と
お
い
た
ら
、
ま
た
池
の
中
に
落
ち
て
し

ま
い
ま
し
た
。
二
回
目
き
ゅ
う
し
ゅ
つ
し

て
、
た
か
や
ぶ
先
生
に
見
て
も
ら
い
ま
し

た
。
た
か
や
ぶ
先
生
は
、

「
も
し
か
し
た
ら
、
死
ぬ
の
か
も
し
れ
な

い
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
、

「
な
ん
で
で
す
か
。
」

と
言
っ
た
ら
、

「
こ
ご
え
て
い
る
か
ら
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、

ど
う
に
か
し
て
温
め
な
い
と
と
思
い
ま
し

た
。

「
は
る
ち
ゃ
ん
の
タ
オ
ル
を
使
っ
て
み
た

ら
。
」

と
、
わ
た
し
が
言
っ
た
ら
、

「
こ
れ
を
。
」

と
は
る
か
ち
ゃ
ん
が
首
に
か
け
て
い
た
タ

オ
ル
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

で
も
、
汚
れ
る
か
ら
と
思
っ
て
タ
オ

ル
は
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
に
か

し
よ
う
と
思
っ
て
、

「
理
科
の
先
生
に
聞
い
て
み
る
。
」

と
わ
た
し
が
は
る
か
ち
ゃ
ん
に
言
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
は
る
か
ち
ゃ
ん
が
、

「
校
長
先
生
に
聞
い
て
き
て
。
」

と
言
っ
た
の
で
、
も
う
ダ
ッ
シ
ュ
で
校

長
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。

「
先
生
、
来
て
下
さ
い
。
」

と
言
っ
た
ら
、

「
ど
う
し
た
ね
。
」

と
校
長
先
生
が
言
っ
た
の
で
、

「
鳥
が
池
に
落
ち
た
か
ら
ど
う
す
れ
ば

い
い
ん
で
す
か
。
」

と
言
っ
て
、
先
生
が
見
に
行
っ
て
み
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
校
長
先
生
が
、

「
ツ
バ
メ
の
子
ど
も
で
、
も
う
空
を
飛

べ
る
大
き
さ
だ
か
ら
、
飛
ん
で
た
ま
た

ま
失
敗
し
て
池
に
落
ち
た
ん
だ
ろ
う
。
」

と
言
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
が
い
な
く
な
っ
た
ら
鳴
い
て
、

親
鳥
を
呼
ぶ
よ
。
み
ん
な
が
い
る
か
ら

今
は
お
と
な
し
く
し
て
い
る
と
よ
。
」

と
言
い
ま
し
た
。

校
長
先
生
が
、
「
大
じ
ょ
う
ぶ
。
」
と

言
っ
て
い
て
ち
ょ
っ
と
安
心
し
ま
し

た
。
は
る
か
ち
ゃ
ん
が
、

「
い
い
こ
と
し
た
ね
。
」

と
言
っ
て
、

「
う
ん
。
お
ん
が
え
し
に
こ
ら
す
か
な

ー
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
命
が
た
す
か
っ
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
な
ー
と
思
い
ま
し

た
。

② 「栽培活動（芋ほり・茶摘み・花植え）」
（学校行事）

学校の畑に縦割り班で芋植えをして
いる。収穫を迎えるまでの間，縦割り
班で世話をする。収穫した芋は地域の
一人くらしのお年寄りや施設に手紙を
そえて配布している。

③ 「エコクラブ」（クラブ活動）

緑のカーテンを作るために，まず，

職員室前にゴーヤを植える活動を行っ

た。また，地域の自然にふれるために，

川に魚つりに

行くなどの体

験活動も行っ

た。今後,炭焼

きをして川の

浄化活動や，

地域で行われ

ている蛍の飼

育の聞き取り

等を計画して

いる。
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４ 学校と家庭・地域社会・関係機関と連携を図った環境教育の推進

(１) 実態調査の実施と分析

地域連携部では，２年間の取組の成果と課題を児童の姿から把握するため，児童への

実態調査を行っている。平成２２年度６月，３月の２回の調査では，節電や節水の行動

面に関する結果が共に７０％程度とあまり変化が見られなかった。そこで，この結果を

学校版環境ＩＳＯや家庭版環境ＩＳＯの宣言項目に活用し，学校と家庭・地域と連携し

た継続的な実践につなげていくことにした。

(２) 地域と一体となった活動の計画と実施及び地域人材の活用

児童が環境学習で学んだ力をより確かなものにしたり，それぞれの生活の中で実践し

たりできる能力を育成するために，本校での環境教育の取組を家庭や地域にも広げてい

くことを大切にしてきた。

例えば，４年生の総合的な学習の時間「山，川，海のつながりを調べよう」の学習では，

海の環境を守るために，環境にやさしい廃油せっけん作りを地域の方の指導のもと行い，

それを学習発表会で保護者や地域の方々に配るという取組を行った。

① エコ週間の設定

毎月１５日を「エコデー」と設定している。その日を中心とする１週間を「エコ週間」

として位置づけることにより，学校版環境ＩＳＯの取組の強化週間としての意識づけを

行うとともに，環境保全活動の取組について家庭との連携を図るようにした。

また，「エコデー」と毎月１５日に山都町全体で行っている「ノーテレビ・ノーゲーム

デ―」と関連させ，テレビやゲームの電気を消して過ごすことは「節電」につながるこ

とを呼びかけた。下記の「ｍｉｎｉエコタイムズ」はその取組の呼び掛けと，それに書

かれた児童・保護者の感想である。
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② 「家庭版環境ＩＳＯ」の取組

学校で取り組んでいる学校版環境ＩＳＯの取組を家庭にも広げ，児童が学校で学んだこ

とを生活の場で活かす「家庭版環境ＩＳＯ」の取組を行っている。

取組の方法は，各家庭で子どもと保護者が話し合って，環境のために役に立つ活動を１

～３項目宣言し，それを行動に移し，生活を見直すというものである。

「電気をこまめに消します」「鉛筆などを最後まで使います」「エコバッグで買い物を

します」「資源のリサイクルをします」など，それぞれができることを設定して取り組ん

でいる。

また，宣言した項目については，毎月学校で実施している「エコ週間」に合わせて，３

日間それぞれの取組状況を３段階で評価するようにしている。エコ週間には「ノーテレビ

・ノーゲームデー」も実施し，環境教育の取組と併せて，家庭学習の定着も図っている。

宣言の振り返りを見てみると，「◎（よくできた）」「○（できた）」という評価が多く，

この取組を多くの家庭に広げ，継続して取り組んでいくことが，環境保全の意識の高揚に

つながると考える。

〈家庭での実践〉

【各家庭の宣言項目】 【各家庭での振り返り】

③ 地域人材の発掘・活用

環境教育を推進するうえで地域の教育力の活

用は重要な要素となる。それぞれの学年のテー

マに関連して，人材の発掘・活用を行ってきた。

例えば，４年

生での総合的な

学習の時間では，

森林インストラ

クターの方や他

地域の環境保護

団体の方をゲス

トティーチャー

として指導に協力 【森林インストラクターによる原生林観察活動】

していただいた。

(３) 学校での活動内容の発信

家庭にむけた環境新聞「エコタイムズ」を発

行し，環境学習の様子や環境に関する話題，家

庭での環境保全の取組の様子などを伝えている。 【環境新聞「エコタイムズ」】
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Ⅲ 研究のまとめ

１ 実態調査から（一部掲載）

(１)児童の意識面から（環境についてのアンケートＨ 22.６ Ｈ 23.３ Ｈ 23.６ Ｈ 23.９ 実施)

(２)児童の行動面から）

(３)保護者の意識・行動面から（環境についてのアンケートＨ 22.６ Ｈ 23.３ Ｈ 23.９ 実施)

（行動面）あなたは、学校でトイレの電気などこまめ
に消すようにしていますか。（対象：全学年）
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（意識面）あなたは、清和が好きですか。
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（意識面）清和の自然や環境は守られていると
思いますか。（対象：３年生以上）
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（行動面）清和自然を守るために何かしていますか。
（対象：３年生以上）
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（意識面）清和の自然や環境は守られていると
思いますか。 （対象：保護者）

（行動面）清和自然を守るために何かしていますか。
（対象：保護者）

【考察】

意識面の結果から，清和の環境に関する課題に目を向けつつあることがうかがえる。

行動面の結果からは，「節水」を，９割近くの児童が実践することができている。また，

「節電」についても，社会全体の意識の高まりとともに身に付きつつある。さらに，「ゴミ」

については，８割の児童が実践できているが，環境学習の継続した取組によって，今後さ

らに行動力を高めていくようにしたい。

「清和の自然を守るために何かしていますか」に対する記述からは，「自然の風で暑さを

しのぐ」「物を繰り返し使う」「地域でのゴミ拾い行事に参加する」など，学校版環境ＩＳ

Ｏの宣言項目とつながる具体的な行動内容を記述する児童が増えつつあり，学習や日常的

な活動を通して学んだことを生かす姿も見られる。
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２ 研究の成果と課題

〔仮説１〕｢環境学習のねらいを明確にしたくらしとつなぐ授業の創造｣

○ 「めざす児童像」を学年ごとに具体化し，児童のくらしからスタートした授業

づくりを大切にしてきた。その際，「環境学習の視点」「環境学習でつける学習能

力・態度」を明らかにして「単元の位置づけ」を行ったことで，単元の学習と環

境学習とのつながりを整理することができ，ねらいを明確にした授業が展開でき

るようになった。また，授業後に「環境学習の視点」等をもとに実践を評価し，

指導の改善に生かすことができた。

○ 学年ごとにテーマを設定し，地域の素材や人材を生かした教材の開発を行い，

積極的にゲストティーチャーを活用したり，関係機関との連携を図ったりして，

授業実践を行ってきた。その際，人や素材との出会いを大切にし，目的や内容，

方法を吟味して体験的な活動を積極的に取り入れたことで，児童にとってより必

要感のある授業を展開できるようになってきた。

○ 環境学習を効果的に展開するために，特に「書く」活動を充実させ，考える場

を意識して設定してきた。そのことで，教師が児童一人一人の思いや考えを把握

でき，具体的な声かけがしやすくなってきた。また，「対話」の場面では，児童

自身のくらしとつなげた具体的な発言が聞かれるようになってきた。

● 実践の成果と課題を明らかにして，児童のくらしや実態から取組の内容を吟味

し児童にとって必要感のある授業の創造を今後も継続して取り組んでいきたい。

〔仮説２〕「地域の自然にふれあう体験活動を生かした日常的な実践」

○ 環境委員会のゴミ減量の取組が日常化し，児童が主体的に裏紙を利用したり，

リサイクルしたりするようになった。また，学校版環境ＩＳＯの宣言を中心に，

自ら目標をもって環境保全活動に取り組もうとする児童が増えてきた。

○ 自然の様子や変化に目を向けた日記を書く児童が増えた。これまで以上に，地

域を身近に感じることができるようになり，自然の様子や変化に興味関心をもつ

ようになってきた。

● 児童代表を学校版環境ＩＳＯ推進委員会メンバーに入れたが，継続した意識づ

けを行うなどして，さらに取組の活性化を図っていきたい。

〔仮説３〕「学校と家庭・地域社会・関係機関との連携を図った環境教育の推

進」

○ 環境新聞「エコタイムズ」を発行し，学校で取り組んでいる環境に関する学習

の様子や，家庭でもできるエコ活動を紹介することにより，家庭での環境保全活

動を推進することができた。

○ 学校版環境ＩＳＯの取組から，「家庭版環境ＩＳＯ」の取組に発展させたこと

で，家庭での取組の意識化，行動化へと高めることができた。家庭からも，ペッ

トボトルのふた集めに積極的に協力したり，「他の家庭でどんな環境保全活動に

取り組んでいるか知りたい」という声を聞いたりすることができた。

● 家庭版環境ＩＳＯの取組が現在４１％の参加率であるので，「エコタイムズ」

を活用し，他の家庭での取組の様子等を紹介することで参加率を高めていきたい。



お わ り に

休み時間になると，「先生，この虫の名前は何ですか？」「昨日，家の近くにこんな鳥がい

ました。」などの児童の声が数多く聞かれるようになりました。身の回りの自然環境に関心が

高まってきている表れだと考えます。

本校は，平成２２・２３年度に熊本県教育委員会から環境教育研究推進校の指定を受け，「ふ

るさとを愛し，進んで行動できる児童の育成」を研究主題に掲げ，主体的に問題解決を図る「清

和っ子」の育成に取り組んで参りました。

「環境学習のねらいを明確にしたくらしとつなぐ授業の創造」の取組では，環境学習を進め

ていくうえでの視点と児童につけたい学習能力・態度を明らかにすることで，全教科・全領域

での環境学習を効果的に進めることができました。教師自身も，環境のことを意識した授業づ

くりの実践力を高めることができました。

「地域の自然にふれあう体験活動での学びを生かした日常的な実践」の取組では，これまで

は意識しなかった山都町や清和地区の自然・文化やそこにくらす人々の素晴らしさに気づくこ

とができました。そして，その素晴らしさをこれからも大切にしていこうとする児童の意識が

芽生え始めました。

「学校と家庭・地域社会・関係機関が相互に連携・協力できる体制づくりや取組を計画的・

継続的に実践していく」取組では，児童が環境学習で学んだことを，家庭や地域に広げる姿が

見られました。「電気のスイッチをこまめに消します。」「水道の水は出しっぱなしにしません。」

などの家庭版環境ＩＳＯの取組が少しずつ浸透し始めています。

地球規模の環境を保全していくためには，私たち一人一人が自分にできる活動を地道に継続

していくことが大切なことだと考えます。今回の研究で，そのような活動を一人でも多くの児

童が大人になっても続けていくことができたらと考えます。

本校の研究はまだ緒についたばかりでですが，本日の研究発表会を通してこれまでの取組を

さらに充実したものにしたいと考えております。皆様の忌憚のない御指導・御助言をよろしく

お願い申し上げます。

平成２３年１０月２７日

山都町立清和小学校 教頭 河地浩太郎
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